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保健活動リレーエッセイ 

 

  
嘉島町 保健師 古田果世 

 

 

多くの支援に感謝し、復興に取り組む日々 
初めに、昨年 4 月の熊本地震の際には、県下自治体及び国保連合会の皆さまに多くのご

支援をいただきましたことを心よりお礼申し上げます。  

震災から 11 カ月経ちますが、今も多くの方々が仮設住宅等での慣れない環境の中で生

活しておられます。被災家屋の解体が進む中、慣れ親しんだ町の風景が変わってしまい、

家庭訪問に出掛けると道に迷う、なんてこともしばしば。復興を進めるには課題も多く、

町が元の状態に戻るまでには時間が掛かりそうです。皆さんが一日も早く元の生活に戻れ

ることを願っています。  

4 月 14 日の前震後に指定避難所が開設され、16 日の本震はそこでの勤務中に迎えまし

た。激しい揺れの中、避難者を誘導し何とか外へ出ると、駐車場は避難者の車で溢れてい

ました。その中に軽トラで運ばれたひどいけがをした住民さんがおられました。「古田さん、

母ちゃんばみてやって」と必死な表情の息子さん。荷台にいるご本人は涙声で「じいちゃ

んが家の中におるけどまだ出とらんとたい」と、一緒に寝ていたご主人のことをしきりに

気にしておられました。一目で私には手に負えないけがと分かります。119 番しても救急

車は来ません。その場に保健師は私一人。十分な薬品等も無く、私の技術も心もとなく不

安でいっぱい。不安な気持ちを抑えながら本人を励まし、できるかぎりの消毒と止血をし、

役場職員の応援を受け町医の先生にラインで連絡。すぐに診ていただけるようお願いして

送り出すまで 30 分程度だったと思いますが、長く感じられました。忘れられません。  

それから指定避難所や自主避難所、車中泊など、町内各地で住民さんの避難生活が始ま

りました。住民さんの健康状態や生活の様子が気になりつつ、目の前にある活動で日々精

一杯の時期がありました。そんな中、役場や避難所で多くの住民さんから「保健師さんた

ちは大丈夫ね。ちゃんと休みよるね」と声を掛けていただいたり、「これ食べてがんばって」

とスイカの差し入れを頂いたりと、気が付けば支援しなければならない私たちが住民さん

に支援され、励まされていました。住民さんと近い地域で活動している町の保健師は、多

くの住民さんに支えられているんだなぁと心から思いました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

震災から時間が経てば健康問題もどんどん変化していきます。どんなときでも住民さん

の気持ちに寄り添い、本人や家族に必要な支援を一緒に考え、問題を解決していくのが被

災自治体保健師の役割だと思います。普段の活動でできないことは災害時には絶対にでき

ません。普段の活動から地域を知り、住民さんの体と暮らしを知っていれば、本当の意味

で住民さんの命を守り、そして成果の出せる「本物の保健活動」ができるはず。  
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そのために「地区担当制」は本当に重要だと震災を経験して学んだことの一つです。  

震災業務、復興業務は初めての経験ばかりで、難しいことや苦しいことも多いのですが、

人として、保健師として学び得るものはたくさんあります。この経験を生かし、感謝の気

持ちを忘れることなくこれからも自分の役割をしっかりと果たしていきたいと思います。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
次号執筆者は天草市の古田久美子保健師です。 

 
町の保健師。後列一番左が筆者  


